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と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
家
族
ぐ
る
み
で
来
ら
れ
た

方
、
い
つ
も
の
お
な
じ
み
さ
ん

と
席
に
着
く
方
、
久
し
ぶ
り
に

会
え
た
人
と
懐
か
し
い
話
が
は

ず
む
グ
ル
ー
プ
と
、席
は
、あ
っ

と
い
う
間
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
始
ま
っ
て
四
十
分
ほ

ど
で
、
お
に
ぎ
り
は
完
売
に
な

り
、
そ
の
後
、
七
時
半
過
ぎ
に

は
、
す
べ
て
の
食
べ
物
が
売
り

切
れ
に
な
り
ま
し
た
。
手
作
り

の
焼
き
鳥
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
焼

き
あ
が
る
の
を
待
つ
行
列
が
で

き
ま
し
た
。

　

室
内
で
は
、
子
ど
も
達
が
、

輪
投
げ
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
釣

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
釣
り
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
工
夫
で
水
を
使
わ
な
い
楽

し
い
釣
り
に
な
り
ま
し
た
。
何

度
も
挑
戦
し
た
子
も
い
る
ほ

ど
、
に
ぎ
や
か
な
コ
ー
ナ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
お
世
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
の
姿

　

誰
も
が
気
軽
に
集
ま
る
憩
い

の
場
「
ホ
ッ
と
ひ
と
息
し
ま
せ

ん
？
カ
フ
ェ
」
は
、
六
月
一
日

で
四
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

う
し
て
迎
え
ら
れ
る
の
も
地
域

の
方
々
の
お
か
げ
と
、
そ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
四
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ホ
ッ

と
カ
フ
ェ　

一
夜
限
り
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
勢
三
十
二
人
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
前
日
か
ら
、
家
で
で
き
た

野
菜
を
持
ち
寄
り
、
お
で
ん
の

仕
込
み
、
焼
き
鳥
の
串
刺
し
を

し
、
当
日
朝
、
お
に
ぎ
り
、
だ

し
巻
き
卵
、
き
ゅ
う
り
入
り
ち

く
わ
、
漬
物
作
り
、
会
場
の
設

営
な
ど
、
来
て
く
だ
さ
る
人
た

ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

準
備
を
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
開
店
の
夕
方
六

時
。
お
天
気
も
よ
く
、
地
域
の

方
々
が
次
々
に
来
店
し
て
来
ら

れ
ま
し
た
。中
に
は
、「
去
年
は
、

来
た
と
き
に
は
も
う
、
な
ん
も

食
べ
る
も
ん
が
な
か
っ
た
け

え
、
今
日
は
早
う
に
来
た
で
。」

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

亡 

藤
井
玉
子
様  

ご
親
族
よ
り

　

井
上　

正
己
様
（
亡
祖
父
）

　

安
木
由
利
子
様
（
亡　

夫
）

　

河
野　

裕
姫
様
（
亡　

夫
）

　

馬
越　

良
浩
様
（
亡　

父
）

　

井
上
正
己
・
陽
子
さ
ん

　
　

女
の
子　

桜
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
４
月
10
日
生
ま
れ
）
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紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
主
公
民
館
建
設
委
員
長　
　

岡 

田　

廣 

康
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ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？
カ
フ
ェ　

佐
藤　

和
子

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

さ
く
ら
こ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
度
の
主
な
行
事

９
月
１
日（
日
）〜
10
月
20
日（
日
）

　

行
事…

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

９
月
８
日（
日
）

　

行
事…

敬
老
会

10
月
６
日（
日
）

　

行
事…

市
民
体
育
祭

10
月
20
日（
日
）

　

行
事…

か
か
し
祭
り

11
月
10
日（
日
）

　

行
事…

ハ
ウ
ス
祭
り

12
月
１
日（
日
）

　

行
事…

県
主
公
民
館
Ｇ･

Ｇ
大
会

12
月
１
日（
日
）

　

行
事…

不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

12
月
29
日（
日
）

　

行
事…

公
民
館
煤
払
い

１
月
３
日（
木
）

　

行
事…

新
年
互
礼
会

も
あ
り
、
来
店
者
は
約
百
四
十

名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。「
ま
た
、

来
年
も
あ
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
？
」

と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
お
客
さ
ん

も
あ
り
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
人
々
が
集

う
場
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ホ
ッ
と
カ
フ
ェ

　

一
夜
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ホ
ッ
と
カ
フ
ェ

　

一
夜
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

な
る
た
め
及
び
十
月
か
ら
分
室

は
、
児
童
ク
ラ
ブ
改
築
移
転
工

事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
公
民
館
は
来
年
度

事
業
で
解
体

し
、
跡
地
は

駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る

予
定
で
す
。

木
組
に
よ
り
来
年
三
月
末
完
成

を
目
指
し
、
八
月
か
ら
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

　

建
物
の
概
要
は
、
現
公
民
館

の
約
2.7
倍
と
広
く
、
最
大
一
〇

〇
人
利
用
の
集
会
室
、
広
く
天

井
の
高
い
多
目
的
ホ
ー
ル
、
独

立
し
た
調
理
室
・
工
作
室
等
配

置
し
、
自
然
採
光
・
木
の
ぬ
く

も
り
を
利
用
す
る
な
ど
環
境
に

や
さ
し
い
近
代
的
な
施
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
敷
地
の
関
係
で
利
用

者
の
駐
車
場
が
狭
く
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
七
月
末
か
ら
分
室
南

の
駐
車
場
は
工
事
現
場
事
務

所
・
工
事
車
輛
の
駐
車
場
所
と

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
の
今
頃
は
、
西
日
本

豪
雨
に
よ
り
、
当
地
区
で
も
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

本
年
は
災
害
の
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
公
民
館
の
建
設
は
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
着
手

が
遅
れ
た
も
の
の
、
地
権
者
・

隣
接
近
隣
者
及
び
水
利
組
合
等

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
順

調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
井
原
市
に
よ
り
公
民
館

分
室
の
西
隣
に
新
公
民
館
の
敷

地
造
成
工
事
を
、
急
ピ
ッ
チ
で

行
っ
て
お
り
、
近
日
完
成
の
予

定
で
す
。
引
き
続
き
、
建
物
新

築
工
事
を
、
請
負
業
者
㈱
志
多

友だち、家族、仲間、等どなたでも参加自由です。
たくさんの方の参加をお待ちしております。

問い合わせ先：県の里まちづくり推進協議会
　県主公民館 かかしコンテスト実行委員会（☎62-7812）

門
田
町
大
谷　

坂
口
さ
ん
宅

一
面
に
咲
い
た
紫
陽
花

県
主
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▲県主公民館完成予定図  全景 県主公民館完成予定図  多目的ホール県主公民館完成予定図  多目的ホール

場　所：「県主公民館分室」
日　付：「７月27日～８月24日までの毎週土曜日」
時　間：「13時30分～17時まで」
用意するもの：かかしに着せるもの
　　　　　　　（上着・ズボン・帽子・くつ等）
　　　　　　　軍手・新聞紙３日分・レジ袋３枚（大き目）

作り方講習会開催
第7回かかしコンテスト

※グループでエントリーされるチームは出張講習もいたします。

第21号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会



高
め
る
。 

６
月　

開
講
式　

　
　
　
「
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
」 

７
月　

研
修
旅
行 

９
月　

作
品
作
り（
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
）

12
月　

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月　

生
涯
学
習
講
座 　

３
月　

ゴ
ミ
の
分
別
講
座

　
　
　

閉
講
式

　
　
　

【
門
田
】

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理 

４
月　

年
間
計
画
の
話
合
い 

　
　
　

さ
く
ら
祭
り

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

12
月　

出
前
講
座｢

消
火
訓
練｣

１
月　

料
理
教
室

２
月　

研
修
親
睦
旅
行

３
月　

西
方
・
門
田
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会

【
西
方
】

社
会
貢
献
と
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

４
月　

学
習
計
画 

６
月　

食
育
講
座

７
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
の
日
実
践
活
動

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

１
月　

楽
し
い
料
理
教
室

２
月　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

３
月　

門
田
・
西
方
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会

　
　
　

年
度
の
反
省
と
ま
と
め

　
　
　

来
年
度
の
計
画

　

明
る
く
心
身
と
も
に
健
康
な

幼
児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会

員
相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の

親
睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式

５
月　

ピ
ク
ニ
ッ
ク 

６
月　

リ
ト
ミ
ッ
ク

８
月　

水
遊
び 

９
月　

親
子
遠
足
・
幼
稚
園
で
遊
ぼ
う

10
月　

親
子
パ
ン
作
り
・
作
品
づ
く
り

11
月　

消
防
署
見
学

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
奉
仕
作
業

２
月　

お
別
れ
遠
足
・
い
ち
ご
狩
り

　
　
　

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
、
ふ
れ
合
い
を
深
め

る
。
ま
た
、
相
互
の
親
睦
を
深

め
地
域
社
会
へ
参
加
す
る
。

６
月　

開
講
式

９
月　

作
品
作
り

11
月　

ハ
ウ
ス
祭
り
展
示

12
月　

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月　

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

３
月　

出
前
講
座
・
閉
講
式

　　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
、
自
己
の
教
養
を
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●
１
部

　
　

佐
藤　

映
子
・
佐
藤　

憲
司

　
　

藤
井　

清
美
・
桒
田　

幸
子

　
　

岡
田　

淳
子

●
２
部

　
　

岡
本　

好
範
・
岡
田　

英
和

　
　

森
本　

正
義
・
岡
田　

厚
美

　
　

亀
山　

重
春

●
３
部

　
　

安
原　

健
二
・
鳥
越　

弘
啓

●
４
部

　
　

多
賀　

修
治
・
田
村　

駿
逸

　
　

阪
本　

節
夫

●
５
部

　
　

石
井　

信
恵
・
山
本　

益
之

　
　

廣
田　

弥
久　

松
田　

誠
治

●
６
部

　
　

馬
越　

朝
子
・
尾
山　

立
志

　
　

吉
仲　

鄧
恵　

井
上　

観
明

●
７
部

　
　

藤
田　

京
子
・
妹
尾
紀
美
子

　
　

鳥
越　

愛
子
・
八
田　

和
子

●
８
部

　
　

津
組　

恵
子
・
土
屋
満
里
子

●
９
部

　
　

佐
藤　

政
恵
・
生
駒　

悦
子

　
　

藤
井　

保
江
・
池
田　

俊
美

●
10
部

　
　

佐
藤　

洋
介
・
赤
木　

幸
子

●
11
部

　
　

北
村　
　

明
・
種
本　

文
子

　
　

大
本　

正
直
・
北
殿
万
里
子

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
北
田　

雅
之

◎
会　

長

　

藤
井　
　

護

◎
副
会
長

　

西
本　
　

興
・
鳥
越　

愛
子

◎
庶　

務

　

藤
井　

房
郎

◎
会　

計

　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事

　

森
下　

和
美
・
岡
田　

章
文

　

山
本　

俊
和
・
藤
森　

房
子

　

岡
田　

廣
康
・
安
原　

健
二

　

阪
本　

節
夫
・
石
井　

信
恵

　

藤
田　

真
也
・
藤
井　

正
典

　

藤
井　

成
夫
・
尾
山　

玲
子

　

北
田　

伸
子
・
蔵
本　

久
美

　

鳥
越
千
恵
子
・
岡
田　

清
美

　

藤
井　

さ
よ
・
森
本　

峰
子

　

増
成　

圭
子
・
蔵
本　

哲
治

　

藤
本
智
江
美
・
森
岡　

弥
子

　

吉
武　

芳
江
・
岡
田　
　

忍

◎
監　

事

　

佐
藤　

聖
子
・
池
田　

知
子

令
和
元
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

令
和
元
年
度
福
祉
委
員

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

第
８
回
公
民
館
対
抗
Ｇ
Ｇ
大
会
優
勝

第
40
回
県
主
町
民
体
育
祭

　
　
　
　

第
２
分
団
が
優
勝

第
40
回
県
主
町
民
体
育
祭

　
　
　
　

第
２
分
団
が
優
勝

公
民
館
主
事　
　

森
下
和
美

県
主
公
民
館　

保
体
部
長　

佐
藤
和
行

今
年
は
真
夏
日
の
よ
う
な
中
で

の
開
催
と
な
り
、
熱
中
症
が
発

生
し
な
い
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

参
加
の
皆
様
の
適
切
な
対
応
に

よ
り
事
故
も
な
く
盛
会
に
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
選
手
選
考
・
準
備
・

運
営
に
ご
協
力
い
だ
い
た
保
体

委
員
・
各
分
団
役
員
並
び
に
各

種
団
体
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

第
40
回
町
民
体
育
祭
を
５
月

26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
競
技

は
昨
年
と
同
種
目
で
行
い
、
各

分
団
の
選
手
が
親
睦
を
深
め
な

が
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

最
後
は
県
の
里
の
伝
統
芸
能
鳥

羽
踊
り
に
地
域
の
方
・
児
童
・

先
生
な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を

得
て
競
技
を
終
了
し
ま
し
た
。

種　　目 1分団 2分団 3分団 4分団
4 3 2 １
4 3 3 3
2 3 １ 4
3 4 1 2
1 4 3 2
4 3 2 1
2 3 １ ４
3 ４ 1 2
１ 2 3 4
１ 4 2 3
25 33 19 26
第3位 優勝 敢闘賞準優勝

リーム廻しリレー
グラウンドゴルフリレー
ボール蹴りリレー
宅配便リレー
玉入れ女子
玉入れ男子
親子二人三脚リレー
クリーンキャンペーン
防災リレー
年齢別リレー

合計得点
総合順位

第40回町民体育祭得点表

出
場
選
手

　

岡
田
英
臣
・
山
本
勝
禧
・
冨

岡
誠
・
岡
田
英
和
・
畑
野
泰

利
・
畑
野
雅
友
（
敬
称
略
）

　

７
月
７
日
（
日
）
第
８
回
井

原
市
公
民
館
対
抗
３
世
代
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
井

原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
各
公
民
館
が
優
勝

を
目
指
し
真
剣
に
ま
た
、
相
手

チ
ー
ム
の
好
プ
レ
ー
を
称
え
る

な
ど
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ

レ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

県
主
公
民
館
か
ら
は
、
高
校

生
か
ら
60
代
の
３
世
代
が
力
を

合
わ
せ
プ
レ
ー
し
、
山
本
勝
禧

さ
ん
、
畑
野
雅
友
さ
ん
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
る
な
ど
、

皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ
り
５
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
の
部
で
は
60
才
以
上
の
部

で
山
本
勝
禧
さ
ん
が
優
勝
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
ス
コ
ア
ー
は
２

位
チ
ー
ム
と
僅
差
で
し
た
が
、

後
半
の
コ
ー
ス
７
ホ
ー
ル
目
で

畑
野
雅
友
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
達
成
し
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

第
８
回
公
民
館
対
抗
Ｇ
Ｇ
大
会
優
勝



高
め
る
。 

６
月　

開
講
式　

　
　
　
「
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
」 

７
月　

研
修
旅
行 

９
月　

作
品
作
り（
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
）

12
月　

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月　

生
涯
学
習
講
座 　

３
月　

ゴ
ミ
の
分
別
講
座

　
　
　

閉
講
式

　
　
　

【
門
田
】

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理 

４
月　

年
間
計
画
の
話
合
い 

　
　
　

さ
く
ら
祭
り

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

12
月　

出
前
講
座｢

消
火
訓
練｣

１
月　

料
理
教
室

２
月　

研
修
親
睦
旅
行

３
月　

西
方
・
門
田
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会

【
西
方
】

社
会
貢
献
と
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

４
月　

学
習
計
画 

６
月　

食
育
講
座

７
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
の
日
実
践
活
動

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

１
月　

楽
し
い
料
理
教
室

２
月　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

３
月　

門
田
・
西
方
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会

　
　
　

年
度
の
反
省
と
ま
と
め

　
　
　

来
年
度
の
計
画

　

明
る
く
心
身
と
も
に
健
康
な

幼
児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会

員
相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の

親
睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式

５
月　

ピ
ク
ニ
ッ
ク 

６
月　

リ
ト
ミ
ッ
ク

８
月　

水
遊
び 

９
月　

親
子
遠
足
・
幼
稚
園
で
遊
ぼ
う

10
月　

親
子
パ
ン
作
り
・
作
品
づ
く
り

11
月　

消
防
署
見
学

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
奉
仕
作
業

２
月　

お
別
れ
遠
足
・
い
ち
ご
狩
り

　
　
　

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
、
ふ
れ
合
い
を
深
め

る
。
ま
た
、
相
互
の
親
睦
を
深

め
地
域
社
会
へ
参
加
す
る
。

６
月　

開
講
式

９
月　

作
品
作
り

11
月　

ハ
ウ
ス
祭
り
展
示

12
月　

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月　

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

３
月　

出
前
講
座
・
閉
講
式

　　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
、
自
己
の
教
養
を
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●
１
部

　
　

佐
藤　

映
子
・
佐
藤　

憲
司

　
　

藤
井　

清
美
・
桒
田　

幸
子

　
　

岡
田　

淳
子

●
２
部

　
　

岡
本　

好
範
・
岡
田　

英
和

　
　

森
本　

正
義
・
岡
田　

厚
美

　
　

亀
山　

重
春

●
３
部

　
　

安
原　

健
二
・
鳥
越　

弘
啓

●
４
部

　
　

多
賀　

修
治
・
田
村　

駿
逸

　
　

阪
本　

節
夫

●
５
部

　
　

石
井　

信
恵
・
山
本　

益
之

　
　

廣
田　

弥
久　

松
田　

誠
治

●
６
部

　
　

馬
越　

朝
子
・
尾
山　

立
志

　
　

吉
仲　

鄧
恵　

井
上　

観
明

●
７
部

　
　

藤
田　

京
子
・
妹
尾
紀
美
子

　
　

鳥
越　

愛
子
・
八
田　

和
子

●
８
部

　
　

津
組　

恵
子
・
土
屋
満
里
子

●
９
部

　
　

佐
藤　

政
恵
・
生
駒　

悦
子

　
　

藤
井　

保
江
・
池
田　

俊
美

●
10
部

　
　

佐
藤　

洋
介
・
赤
木　

幸
子

●
11
部

　
　

北
村　
　

明
・
種
本　

文
子

　
　

大
本　

正
直
・
北
殿
万
里
子

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
北
田　

雅
之

◎
会　

長

　

藤
井　
　

護

◎
副
会
長

　

西
本　
　

興
・
鳥
越　

愛
子

◎
庶　

務

　

藤
井　

房
郎

◎
会　

計

　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事

　

森
下　

和
美
・
岡
田　

章
文

　

山
本　

俊
和
・
藤
森　

房
子

　

岡
田　

廣
康
・
安
原　

健
二

　

阪
本　

節
夫
・
石
井　

信
恵

　

藤
田　

真
也
・
藤
井　

正
典

　

藤
井　

成
夫
・
尾
山　

玲
子

　

北
田　

伸
子
・
蔵
本　

久
美

　

鳥
越
千
恵
子
・
岡
田　

清
美

　

藤
井　

さ
よ
・
森
本　

峰
子

　

増
成　

圭
子
・
蔵
本　

哲
治

　

藤
本
智
江
美
・
森
岡　

弥
子

　

吉
武　

芳
江
・
岡
田　
　

忍

◎
監　

事

　

佐
藤　

聖
子
・
池
田　

知
子

令
和
元
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

令
和
元
年
度
福
祉
委
員

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

第
８
回
公
民
館
対
抗
Ｇ
Ｇ
大
会
優
勝

第
40
回
県
主
町
民
体
育
祭

　
　
　
　

第
２
分
団
が
優
勝

第
40
回
県
主
町
民
体
育
祭

　
　
　
　

第
２
分
団
が
優
勝

公
民
館
主
事　
　

森
下
和
美

県
主
公
民
館　

保
体
部
長　

佐
藤
和
行

今
年
は
真
夏
日
の
よ
う
な
中
で

の
開
催
と
な
り
、
熱
中
症
が
発

生
し
な
い
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

参
加
の
皆
様
の
適
切
な
対
応
に

よ
り
事
故
も
な
く
盛
会
に
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
選
手
選
考
・
準
備
・

運
営
に
ご
協
力
い
だ
い
た
保
体

委
員
・
各
分
団
役
員
並
び
に
各

種
団
体
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

第
40
回
町
民
体
育
祭
を
５
月

26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
競
技

は
昨
年
と
同
種
目
で
行
い
、
各

分
団
の
選
手
が
親
睦
を
深
め
な

が
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

最
後
は
県
の
里
の
伝
統
芸
能
鳥

羽
踊
り
に
地
域
の
方
・
児
童
・

先
生
な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を

得
て
競
技
を
終
了
し
ま
し
た
。

種　　目 1分団 2分団 3分団 4分団
4 3 2 １
4 3 3 3
2 3 １ 4
3 4 1 2
1 4 3 2
4 3 2 1
2 3 １ ４
3 ４ 1 2
１ 2 3 4
１ 4 2 3
25 33 19 26
第3位 優勝 敢闘賞準優勝

リーム廻しリレー
グラウンドゴルフリレー
ボール蹴りリレー
宅配便リレー
玉入れ女子
玉入れ男子
親子二人三脚リレー
クリーンキャンペーン
防災リレー
年齢別リレー

合計得点
総合順位

第40回町民体育祭得点表

出
場
選
手

　

岡
田
英
臣
・
山
本
勝
禧
・
冨

岡
誠
・
岡
田
英
和
・
畑
野
泰

利
・
畑
野
雅
友
（
敬
称
略
）

　

７
月
７
日
（
日
）
第
８
回
井

原
市
公
民
館
対
抗
３
世
代
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
井

原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
各
公
民
館
が
優
勝

を
目
指
し
真
剣
に
ま
た
、
相
手

チ
ー
ム
の
好
プ
レ
ー
を
称
え
る

な
ど
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ

レ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

県
主
公
民
館
か
ら
は
、
高
校

生
か
ら
60
代
の
３
世
代
が
力
を

合
わ
せ
プ
レ
ー
し
、
山
本
勝
禧

さ
ん
、
畑
野
雅
友
さ
ん
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
る
な
ど
、

皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ
り
５
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
の
部
で
は
60
才
以
上
の
部

で
山
本
勝
禧
さ
ん
が
優
勝
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
ス
コ
ア
ー
は
２

位
チ
ー
ム
と
僅
差
で
し
た
が
、

後
半
の
コ
ー
ス
７
ホ
ー
ル
目
で

畑
野
雅
友
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
達
成
し
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

第
８
回
公
民
館
対
抗
Ｇ
Ｇ
大
会
優
勝
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県
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サ
ロ
ン
訪
問

7
3

７
部
む
つ
み
会　

小
学
生
と
の
交
流

激
励
金
授
与

さつま芋植え  1・2年生6
6 （協力：学校支援ボランティア）

さつま芋植え 幼稚園6
3 （協力：資源保全協議会）

運動会の練習  鳥羽踊り5
14

野菜植え 2年生5
10（協力：学校支援ボランティア）

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本敏秀 【電話  090-4572-8211】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町 714  電話・FAX 0866-62-7812

2019コンテスト作品募集

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

日 時：令和元年１０月２0日（日）
場 所：県主小学校

第6回 かかし祭り
県の里特産品販売・コンテスト表彰

午前９時～
午後２時

開催期間：令和元年９月1日（日）～１０月２0日（日）
第 7回 かかしコンテスト

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2019年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（県の里産新米・玄米6０kg）
　　　　　優　秀　賞……２本（県の里産新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（県の里産新米・白米10kg）
　　　　　佳　　作……５本（県の里産新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎  県の里「里の夢」1本）
　　　　　子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（県の里産新米・白米１kg）

作品募集内容 ※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

2018年
最優秀賞

かかしコンテスト開催かかしコンテスト開催かかしコンテスト開催

　

今
年
も
「
里
の
夢
」
用
の
さ

つ
ま
芋
（
黄
金
千
貫
）
の
芋
づ

る
を
１
５
０
０
本
植
え
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
に
向
け
て
大
き
く

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
で
飲
む
と
と
て
も
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
芋
焼
酎
で
女
性

に
も
飲
み
や
す
い
と
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

作
り
方
講
習
会
は
毎
週
土
曜

日
の
午
後
分
室
で
行
い
ま
す
が
、

グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

る
チ
ー
ム
は
、
出
張
講
習
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
か
か
し
実

行
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち

　

第
７
回
目
に
な
る
か
か
し
コ

ン
テ
ス
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
市
内
外
か
ら
、
昔
な
つ

か
し
い
か
か
し
達
と
田
園
風
景

を
多
く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
る
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、
個
人
、

ん
ぜ
ひ
一
度
飲
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

県
主
の
お
土
産
と
し
て
も
喜

ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

美
味
し
い
で
す
よ
。

　

矢
掛
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

の
佐
藤
孝
太
さ
ん（
西
方
町
）が
、

第
27
回
中
国
地
区
高
等
学
校
軟

式
野
球
大
会
に
出
場
さ
れ
た
の

で
激
励
金
を
贈
り
健
闘
を
祈
り

ま
し
た
。
中
国
大
会
で
は
、
崇

徳
高
校
と
決
勝
戦
で
対
戦
し
引

き
分
け
、
再
試
合
で
は
延
長
13

回
に
至
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
２

対
１
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
準
優
勝
に
輝
や
き
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？

　
　
　
　
　
　
カ
フ
ェ
総
会

5
13

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

今
年
も
や
り
ま
す！
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
も
や
り
ま
す！
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

し
て
お
り
ま
す
。
参
加
す
る
と

尚
楽
し
い
で
す
よ
。

焼
酎
の
芋
を

　
　

 

植
え
ま
し
た

〜
〜
〜
〜
〜
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〜
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サ
ロ
ン
訪
問

7
3

７
部
む
つ
み
会　

小
学
生
と
の
交
流

激
励
金
授
与

さつま芋植え  1・2年生6
6 （協力：学校支援ボランティア）

さつま芋植え 幼稚園6
3 （協力：資源保全協議会）

運動会の練習  鳥羽踊り5
14

野菜植え 2年生5
10（協力：学校支援ボランティア）

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本敏秀 【電話  090-4572-8211】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町 714  電話・FAX 0866-62-7812

2019コンテスト作品募集

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

日 時：令和元年１０月２0日（日）
場 所：県主小学校

第6回 かかし祭り
県の里特産品販売・コンテスト表彰

午前９時～
午後２時

開催期間：令和元年９月1日（日）～１０月２0日（日）
第 7回 かかしコンテスト

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2019年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（県の里産新米・玄米6０kg）
　　　　　優　秀　賞……２本（県の里産新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（県の里産新米・白米10kg）
　　　　　佳　　作……５本（県の里産新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎  県の里「里の夢」1本）
　　　　　子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（県の里産新米・白米１kg）

作品募集内容 ※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

2018年
最優秀賞

かかしコンテスト開催かかしコンテスト開催かかしコンテスト開催

　

今
年
も
「
里
の
夢
」
用
の
さ

つ
ま
芋
（
黄
金
千
貫
）
の
芋
づ

る
を
１
５
０
０
本
植
え
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
に
向
け
て
大
き
く

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
で
飲
む
と
と
て
も
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
芋
焼
酎
で
女
性

に
も
飲
み
や
す
い
と
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

作
り
方
講
習
会
は
毎
週
土
曜

日
の
午
後
分
室
で
行
い
ま
す
が
、

グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

る
チ
ー
ム
は
、
出
張
講
習
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
か
か
し
実

行
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち

　

第
７
回
目
に
な
る
か
か
し
コ

ン
テ
ス
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
市
内
外
か
ら
、
昔
な
つ

か
し
い
か
か
し
達
と
田
園
風
景

を
多
く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
る
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、
個
人
、

ん
ぜ
ひ
一
度
飲
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

県
主
の
お
土
産
と
し
て
も
喜

ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

美
味
し
い
で
す
よ
。

　

矢
掛
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

の
佐
藤
孝
太
さ
ん（
西
方
町
）が
、

第
27
回
中
国
地
区
高
等
学
校
軟

式
野
球
大
会
に
出
場
さ
れ
た
の

で
激
励
金
を
贈
り
健
闘
を
祈
り

ま
し
た
。
中
国
大
会
で
は
、
崇

徳
高
校
と
決
勝
戦
で
対
戦
し
引

き
分
け
、
再
試
合
で
は
延
長
13

回
に
至
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
２

対
１
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
準
優
勝
に
輝
や
き
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？

　
　
　
　
　
　
カ
フ
ェ
総
会

5
13

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

今
年
も
や
り
ま
す！
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
も
や
り
ま
す！
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

し
て
お
り
ま
す
。
参
加
す
る
と

尚
楽
し
い
で
す
よ
。

焼
酎
の
芋
を

　
　

 

植
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ま
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た
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県
主
地
区
内
の
各
地
で
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
活
発
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
の
実
施
計
画
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

お
世
話
係
り
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
色
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
よ
り
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　和子
藤井　悦子
佐藤　京子
馬越　友與
花本　文恵
岡田　悦子
佐藤　玉子
岡田恵利子
田桑美智子
田村真寿美
阪本　絹子
多賀　　忍
蔵本　元代
松田千恵子
廣田　文子
森下久美子
馬越　朝子
西本　照美
石本婦美子
早田　裕美
佐藤　　要
三嶋　照子
小野　啓子
北田　愛子
藤井　保江
森　由美子
佐藤　聖子
池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

対龍集会所 毎月１９日
13:30～

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館 毎月１６日
14:00～ 200円

100円

３部 気楽会 実相 対龍集会所 毎月１９日
13:30～ 100円

２部 コスモスの会
太和
広江
仁古谷

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館 毎月第４日曜日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館 毎月第２水曜日
13:30～

200円

５部 しんぼく会 蔵本
都恵 親睦公民館 毎月１８日

14:00～

県主公民館 毎月２７日
14:00～

200円

７部 むつみ会 石仏・木舟
中岡・井迫 西方上公民館 毎月１４日

14:00～ 200円

６部

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館 第４木曜日
10:00～ 200円

８部 七五三会
(なごみ会)

中耕地
甲子講

200円10部
11部 ニコニコ会 向山

西方住宅 向山公民館 毎月第３木曜日
14:00～

事業名 活動内容 担当者

①広報活動 広報紙「みんなの県主」発行
自治会経由全戸配布

山本　俊和・岡田　　忍
森本　峰子・森下　和美
岡田　章文

②ふれあい
　サービス活動

ふれあいサービスと安否確認に
対象者を訪問

安原　健二・藤田　真也
藤井　成夫・尾山　玲子
北田　伸子・鳥越　愛子

③友愛訪問活動
世代間交流
小学生と地区内サロンの交流
歳末に友愛訪問実施

藤森　房子・鳥越　愛子
藤井　成夫・尾山　玲子
北田　伸子・蔵本　久美
三嶋　佐織

④地域交流活動 敬老会「自治会と共催」大谷山三十三観音めぐり

藤井　さよ・岡田　廣康
藤井　正典・石井　信恵
森本　峰子・増成　圭子

⑤生きがい
　対策活動

ふれあい・いきいきサロン活動の推進
（サロン活動への協力）

鳥越　愛子・藤井　成夫
尾山　玲子・北田　伸子
蔵本　久美・三嶋　佐織

鳥越愛子・他ボランティア
藤井　　護
藤井　　護

⑥児童育成活動
児童クラブ活動育成支援
しめ縄集会（PTAに協力）
とんど集会（PTAに協力）

三嶋　佐織・藤本智江美
森岡　弥子・蔵本　久美　
蔵本　哲治・鳥越千恵子
岡田　清美

⑦健康づくり活動 健康講座の開催 西本　　興・阪本　節夫
鳥越千恵子

福祉委員研修

ホットカフェ事業
ボランティアセンター事業
TOMO食おしゃべり事業

藤井   　護・西本　　興
鳥越　愛子

理事・役員研修視察 藤井　　護・三嶋　佐織
藤井　房郎

⑧研修活動

⑨その他事業

令和元年度事業計画



鳥
羽
踊
り
保
存
会
会
長　

藤
井　

護



平成30年度社協決算内訳

　

初
め
て
練
習
に
参
加
す
る
子

ど
も
た
ち
も
半
数
以
上
で
す
が
、

と
に
か
く
楽
し
い
中
に
も
集
中

し
て
練
習
で
き
る
よ
う
に
、
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
親
睦

を
図
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
来
年
の
３
月
に

は
、「
楽
し
い
発
表
会
が
出
来

た
ね
。」
と
と
も
に
言
え
る
よ

う
な
成
果
を
求
め
て
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
鳥
羽
踊
り
こ
ど

も
伝
承
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
鳥
羽
踊
り
を
県
主
の
伝
統
文

化
と
し
て
、
後
世
に
引
き
継
い

で
行
こ
う
。」
と
い
う
熱
意
で
、

平
成
15
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い

る
本
事
業
も
、
今
年
で
17
年
目

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

伝
承
教
室
を
始
め
た
こ
ろ
よ

り
も
、
小
学
校
の
児
童
数
が
半

減
す
る
中
で
今
回
は
、
17
人
が

練
習
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
10
人
〜
12
人
で
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く

れ
た
の
で
、
指
導
す
る
側
も
大

変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、

今
年
は
保
護
者
の
参
加
も
あ
り
、

二
重
の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
生
か
ら
５
年
生

の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
５
年
生
に
集
合
や

あ
い
さ
つ
の
役
割
を
担
っ
て
も

ら
い
、
団
体
行
動
の
し
か
た
も

勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

生きがい対策活動費： 300

事務費： 161

地域ボランティア活動費：42

地域交流活動費： 30

児童育成活動費： 84

地域たすけあい事業費： 94

TOMO食おしゃべり事業： 4

ふれあいサービス活動費： 131

市社協会費： 121

慶弔費： 91

健康づくり活動費： 2

高齢者活動費： 20

雑費： 5

次年度繰越金： 417

見守り活動費： 20

ホットカフェ事業費： 30

広報活動費： 30

友愛訪問活動費： 21

研修費： 30

事業別
決算内訳
合計  １，633
単位：千円

（単位：千円）

ま
れ
製
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

見
学
の
あ
と
、
広
島
空
港
近
く

の
ホ
テ
ル
で
洋
食
ラ
ン
チ
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
景
園
へ
。
大
き

な
鯉
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

暑
い
中
で
し
た
が
、
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
日
本
庭
園
の
中

を
散
策
し
ま
し
た
。
広
島
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
も
見
学
し
、
楽

し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
、
無
事
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
婦
人
学
級
は
「
心

も
体
も
美
し
く
！
」
を
モッ
ト
ー

に
活
動
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
て
見
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
って
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
、
婦
人
学
級
の
研

修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

昨
年
計
画
さ
れ
楽
し
み
に
し

て
い
た
八
天
堂
カ
フェ
リ
ェの
工
場

見
学
が
、
西
日
本
豪
雨
災
害
の

た
め
中
止
と
な
っ
て
１
年
が
た
ち

ま
し
た
。
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ

と
と
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

梅
雨
の
合
間
の
晴
天
の
中
、

32
名
の
参
加
を
得
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

八
天
堂
の
工
場
見
学
に
行
き
ま

し
た
。
マ
ス
ク
と
キ
ャッ
プ
、
つ
な

ぎ
の
防
護
服
を
着
て
、
手
袋
・

足
カ
バ
ー
を
履
き
、
エ
ア
ー
シ
ャ

ワ
ー
を
通
っ
て
い
ざ
、
工
場
の
中

へ
入
る
と
、
大
き
な
ボ
ー
ル
の
よ

う
な
鍋
を
火
に
か
け
て
泡
だ
て

器
で
か
き
混
ぜ
て
い
る
の
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
見
る
見
る
間
に

と
ろ
み
が
出
て
お
い
し
そ
う
な
カ

ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
が
で
き
上
が

り
ま
す
。
焼
き
た
て
の
パ
ン
に
ク

リ
ー
ム
を
詰
め
て
、
一
個
ず
つ
袋

に
つ
め
て
い
き
ま
す
が
、
な
ん
と

速
い
こ
と
。
あ
っ
と
い
う
間
に
包

婦
人
学
級
研
修
旅
行

婦
人
学
級
研
修
旅
行

自
治
会
女
性
部　

森
本
峰
子

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
28
年
度

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度　

　

鳥
羽
踊
り
こ
ど
も
伝
承
教
室

令
和
元
年
度　

　

鳥
羽
踊
り
こ
ど
も
伝
承
教
室
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県
主
地
区
内
の
各
地
で
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
活
発
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
の
実
施
計
画
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

お
世
話
係
り
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
色
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
よ
り
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　和子
藤井　悦子
佐藤　京子
馬越　友與
花本　文恵
岡田　悦子
佐藤　玉子
岡田恵利子
田桑美智子
田村真寿美
阪本　絹子
多賀　　忍
蔵本　元代
松田千恵子
廣田　文子
森下久美子
馬越　朝子
西本　照美
石本婦美子
早田　裕美
佐藤　　要
三嶋　照子
小野　啓子
北田　愛子
藤井　保江
森　由美子
佐藤　聖子
池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

対龍集会所 毎月１９日
13:30～

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館 毎月１６日
14:00～ 200円

100円

３部 気楽会 実相 対龍集会所 毎月１９日
13:30～ 100円

２部 コスモスの会
太和
広江
仁古谷

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館 毎月第４日曜日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館 毎月第２水曜日
13:30～

200円

５部 しんぼく会 蔵本
都恵 親睦公民館 毎月１８日

14:00～

県主公民館 毎月２７日
14:00～

200円

７部 むつみ会 石仏・木舟
中岡・井迫 西方上公民館 毎月１４日

14:00～ 200円

６部

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館 第４木曜日
10:00～ 200円

８部 七五三会
(なごみ会)

中耕地
甲子講

200円10部
11部 ニコニコ会 向山

西方住宅 向山公民館 毎月第３木曜日
14:00～

事業名 活動内容 担当者

①広報活動 広報紙「みんなの県主」発行
自治会経由全戸配布

山本　俊和・岡田　　忍
森本　峰子・森下　和美
岡田　章文

②ふれあい
　サービス活動

ふれあいサービスと安否確認に
対象者を訪問

安原　健二・藤田　真也
藤井　成夫・尾山　玲子
北田　伸子・鳥越　愛子

③友愛訪問活動
世代間交流
小学生と地区内サロンの交流
歳末に友愛訪問実施

藤森　房子・鳥越　愛子
藤井　成夫・尾山　玲子
北田　伸子・蔵本　久美
三嶋　佐織

④地域交流活動 敬老会「自治会と共催」大谷山三十三観音めぐり

藤井　さよ・岡田　廣康
藤井　正典・石井　信恵
森本　峰子・増成　圭子

⑤生きがい
　対策活動

ふれあい・いきいきサロン活動の推進
（サロン活動への協力）

鳥越　愛子・藤井　成夫
尾山　玲子・北田　伸子
蔵本　久美・三嶋　佐織

鳥越愛子・他ボランティア
藤井　　護
藤井　　護

⑥児童育成活動
児童クラブ活動育成支援
しめ縄集会（PTAに協力）
とんど集会（PTAに協力）

三嶋　佐織・藤本智江美
森岡　弥子・蔵本　久美　
蔵本　哲治・鳥越千恵子
岡田　清美

⑦健康づくり活動 健康講座の開催 西本　　興・阪本　節夫
鳥越千恵子

福祉委員研修

ホットカフェ事業
ボランティアセンター事業
TOMO食おしゃべり事業

藤井   　護・西本　　興
鳥越　愛子

理事・役員研修視察 藤井　　護・三嶋　佐織
藤井　房郎

⑧研修活動

⑨その他事業

令和元年度事業計画



鳥
羽
踊
り
保
存
会
会
長　

藤
井　

護



平成30年度社協決算内訳

　

初
め
て
練
習
に
参
加
す
る
子

ど
も
た
ち
も
半
数
以
上
で
す
が
、

と
に
か
く
楽
し
い
中
に
も
集
中

し
て
練
習
で
き
る
よ
う
に
、
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
親
睦

を
図
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
来
年
の
３
月
に

は
、「
楽
し
い
発
表
会
が
出
来

た
ね
。」
と
と
も
に
言
え
る
よ

う
な
成
果
を
求
め
て
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
鳥
羽
踊
り
こ
ど

も
伝
承
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
鳥
羽
踊
り
を
県
主
の
伝
統
文

化
と
し
て
、
後
世
に
引
き
継
い

で
行
こ
う
。」
と
い
う
熱
意
で
、

平
成
15
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い

る
本
事
業
も
、
今
年
で
17
年
目

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

伝
承
教
室
を
始
め
た
こ
ろ
よ

り
も
、
小
学
校
の
児
童
数
が
半

減
す
る
中
で
今
回
は
、
17
人
が

練
習
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
10
人
〜
12
人
で
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く

れ
た
の
で
、
指
導
す
る
側
も
大

変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、

今
年
は
保
護
者
の
参
加
も
あ
り
、

二
重
の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
生
か
ら
５
年
生

の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
５
年
生
に
集
合
や

あ
い
さ
つ
の
役
割
を
担
っ
て
も

ら
い
、
団
体
行
動
の
し
か
た
も

勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

生きがい対策活動費： 300

事務費： 161

地域ボランティア活動費：42

地域交流活動費： 30

児童育成活動費： 84

地域たすけあい事業費： 94

TOMO食おしゃべり事業： 4

ふれあいサービス活動費： 131

市社協会費： 121

慶弔費： 91

健康づくり活動費： 2

高齢者活動費： 20

雑費： 5

次年度繰越金： 417

見守り活動費： 20

ホットカフェ事業費： 30

広報活動費： 30

友愛訪問活動費： 21

研修費： 30

事業別
決算内訳
合計  １，633
単位：千円

（単位：千円）

ま
れ
製
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

見
学
の
あ
と
、
広
島
空
港
近
く

の
ホ
テ
ル
で
洋
食
ラ
ン
チ
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
景
園
へ
。
大
き

な
鯉
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

暑
い
中
で
し
た
が
、
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
日
本
庭
園
の
中

を
散
策
し
ま
し
た
。
広
島
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
も
見
学
し
、
楽

し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
、
無
事
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
婦
人
学
級
は
「
心

も
体
も
美
し
く
！
」
を
モッ
ト
ー

に
活
動
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
て
見
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
って
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
、
婦
人
学
級
の
研

修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

昨
年
計
画
さ
れ
楽
し
み
に
し

て
い
た
八
天
堂
カ
フェ
リ
ェの
工
場

見
学
が
、
西
日
本
豪
雨
災
害
の

た
め
中
止
と
な
っ
て
１
年
が
た
ち

ま
し
た
。
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ

と
と
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

梅
雨
の
合
間
の
晴
天
の
中
、

32
名
の
参
加
を
得
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

八
天
堂
の
工
場
見
学
に
行
き
ま

し
た
。
マ
ス
ク
と
キ
ャッ
プ
、
つ
な

ぎ
の
防
護
服
を
着
て
、
手
袋
・

足
カ
バ
ー
を
履
き
、
エ
ア
ー
シ
ャ

ワ
ー
を
通
っ
て
い
ざ
、
工
場
の
中

へ
入
る
と
、
大
き
な
ボ
ー
ル
の
よ

う
な
鍋
を
火
に
か
け
て
泡
だ
て

器
で
か
き
混
ぜ
て
い
る
の
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
見
る
見
る
間
に

と
ろ
み
が
出
て
お
い
し
そ
う
な
カ

ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
が
で
き
上
が

り
ま
す
。
焼
き
た
て
の
パ
ン
に
ク

リ
ー
ム
を
詰
め
て
、
一
個
ず
つ
袋

に
つ
め
て
い
き
ま
す
が
、
な
ん
と

速
い
こ
と
。
あ
っ
と
い
う
間
に
包

婦
人
学
級
研
修
旅
行

婦
人
学
級
研
修
旅
行

自
治
会
女
性
部　

森
本
峰
子

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

ふ
れ
あ
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・
い
き
い
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サ
ロ
ン
実
施
計
画
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成
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年
度

令
和
元
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度

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度　

　

鳥
羽
踊
り
こ
ど
も
伝
承
教
室

令
和
元
年
度　

　

鳥
羽
踊
り
こ
ど
も
伝
承
教
室
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と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
家
族
ぐ
る
み
で
来
ら
れ
た

方
、
い
つ
も
の
お
な
じ
み
さ
ん

と
席
に
着
く
方
、
久
し
ぶ
り
に

会
え
た
人
と
懐
か
し
い
話
が
は

ず
む
グ
ル
ー
プ
と
、席
は
、あ
っ

と
い
う
間
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
始
ま
っ
て
四
十
分
ほ

ど
で
、
お
に
ぎ
り
は
完
売
に
な

り
、
そ
の
後
、
七
時
半
過
ぎ
に

は
、
す
べ
て
の
食
べ
物
が
売
り

切
れ
に
な
り
ま
し
た
。
手
作
り

の
焼
き
鳥
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
焼

き
あ
が
る
の
を
待
つ
行
列
が
で

き
ま
し
た
。

　

室
内
で
は
、
子
ど
も
達
が
、

輪
投
げ
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
釣

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
釣
り
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
工
夫
で
水
を
使
わ
な
い
楽

し
い
釣
り
に
な
り
ま
し
た
。
何

度
も
挑
戦
し
た
子
も
い
る
ほ

ど
、
に
ぎ
や
か
な
コ
ー
ナ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
お
世
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
の
姿

　

誰
も
が
気
軽
に
集
ま
る
憩
い

の
場
「
ホ
ッ
と
ひ
と
息
し
ま
せ

ん
？
カ
フ
ェ
」
は
、
六
月
一
日

で
四
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

う
し
て
迎
え
ら
れ
る
の
も
地
域

の
方
々
の
お
か
げ
と
、
そ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
四
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ホ
ッ

と
カ
フ
ェ　

一
夜
限
り
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
勢
三
十
二
人
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
前
日
か
ら
、
家
で
で
き
た

野
菜
を
持
ち
寄
り
、
お
で
ん
の

仕
込
み
、
焼
き
鳥
の
串
刺
し
を

し
、
当
日
朝
、
お
に
ぎ
り
、
だ

し
巻
き
卵
、
き
ゅ
う
り
入
り
ち

く
わ
、
漬
物
作
り
、
会
場
の
設

営
な
ど
、
来
て
く
だ
さ
る
人
た

ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

準
備
を
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
開
店
の
夕
方
六

時
。
お
天
気
も
よ
く
、
地
域
の

方
々
が
次
々
に
来
店
し
て
来
ら

れ
ま
し
た
。中
に
は
、「
去
年
は
、

来
た
と
き
に
は
も
う
、
な
ん
も

食
べ
る
も
ん
が
な
か
っ
た
け

え
、
今
日
は
早
う
に
来
た
で
。」

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

亡 

藤
井
玉
子
様  

ご
親
族
よ
り

　

井
上　

正
己
様
（
亡
祖
父
）

　

安
木
由
利
子
様
（
亡　

夫
）

　

河
野　

裕
姫
様
（
亡　

夫
）

　

馬
越　

良
浩
様
（
亡　

父
）

　

井
上
正
己
・
陽
子
さ
ん

　
　

女
の
子　

桜
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
４
月
10
日
生
ま
れ
）






























紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
主
公
民
館
建
設
委
員
長　
　

岡 

田　

廣 

康





ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？
カ
フ
ェ　

佐
藤　

和
子

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

さ
く
ら
こ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
度
の
主
な
行
事

９
月
１
日（
日
）〜
10
月
20
日（
日
）

　

行
事…

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

９
月
８
日（
日
）

　

行
事…

敬
老
会

10
月
６
日（
日
）

　

行
事…

市
民
体
育
祭

10
月
20
日（
日
）

　

行
事…

か
か
し
祭
り

11
月
10
日（
日
）

　

行
事…

ハ
ウ
ス
祭
り

12
月
１
日（
日
）

　

行
事…

県
主
公
民
館
Ｇ･

Ｇ
大
会

12
月
１
日（
日
）

　

行
事…

不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

12
月
29
日（
日
）

　

行
事…

公
民
館
煤
払
い

１
月
３
日（
木
）

　

行
事…

新
年
互
礼
会

も
あ
り
、
来
店
者
は
約
百
四
十

名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。「
ま
た
、

来
年
も
あ
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
？
」

と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
お
客
さ
ん

も
あ
り
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
人
々
が
集

う
場
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ホ
ッ
と
カ
フ
ェ

　

一
夜
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ホ
ッ
と
カ
フ
ェ

　

一
夜
限
り
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

な
る
た
め
及
び
十
月
か
ら
分
室

は
、
児
童
ク
ラ
ブ
改
築
移
転
工

事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
公
民
館
は
来
年
度

事
業
で
解
体

し
、
跡
地
は

駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る

予
定
で
す
。

木
組
に
よ
り
来
年
三
月
末
完
成

を
目
指
し
、
八
月
か
ら
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

　

建
物
の
概
要
は
、
現
公
民
館

の
約
2.7
倍
と
広
く
、
最
大
一
〇

〇
人
利
用
の
集
会
室
、
広
く
天

井
の
高
い
多
目
的
ホ
ー
ル
、
独

立
し
た
調
理
室
・
工
作
室
等
配

置
し
、
自
然
採
光
・
木
の
ぬ
く

も
り
を
利
用
す
る
な
ど
環
境
に

や
さ
し
い
近
代
的
な
施
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
敷
地
の
関
係
で
利
用

者
の
駐
車
場
が
狭
く
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
七
月
末
か
ら
分
室
南

の
駐
車
場
は
工
事
現
場
事
務

所
・
工
事
車
輛
の
駐
車
場
所
と

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
の
今
頃
は
、
西
日
本

豪
雨
に
よ
り
、
当
地
区
で
も
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

本
年
は
災
害
の
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
公
民
館
の
建
設
は
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
着
手

が
遅
れ
た
も
の
の
、
地
権
者
・

隣
接
近
隣
者
及
び
水
利
組
合
等

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
順

調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
井
原
市
に
よ
り
公
民
館

分
室
の
西
隣
に
新
公
民
館
の
敷

地
造
成
工
事
を
、
急
ピ
ッ
チ
で

行
っ
て
お
り
、
近
日
完
成
の
予

定
で
す
。
引
き
続
き
、
建
物
新

築
工
事
を
、
請
負
業
者
㈱
志
多

友だち、家族、仲間、等どなたでも参加自由です。
たくさんの方の参加をお待ちしております。

問い合わせ先：県の里まちづくり推進協議会
　県主公民館 かかしコンテスト実行委員会（☎62-7812）

門
田
町
大
谷　

坂
口
さ
ん
宅

一
面
に
咲
い
た
紫
陽
花

県
主
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▲県主公民館完成予定図  全景 県主公民館完成予定図  多目的ホール県主公民館完成予定図  多目的ホール

場　所：「県主公民館分室」
日　付：「７月27日～８月24日までの毎週土曜日」
時　間：「13時30分～17時まで」
用意するもの：かかしに着せるもの
　　　　　　　（上着・ズボン・帽子・くつ等）
　　　　　　　軍手・新聞紙３日分・レジ袋３枚（大き目）

作り方講習会開催
第7回かかしコンテスト

※グループでエントリーされるチームは出張講習もいたします。

第21号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会


